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水は地球の表面積の 70％を占めているが、質量は地球全体の僅か 0.023 wt.％に過ぎない。こ
の量は想定された地球形成過程中に存在すべき水の量より遥かに少ない。実際に地球内部には
海水のおよそ約 5 倍以上にも上る質量の水が存在している（Jacobsen and Van der Lee, 2006）。
このような地球内部に存在する水は地球内部の物質の物理的性質に大きく影響し、地球の動的
な過程を支配している。また、一般的に無水鉱物と考えられている鉱物は実際に水を含んでい
るだけではなく、地球の水循環に貢献している（Bell and Rossman, 1992）。地球は大きく地
殻、マントル、核に分けられている。花崗岩質岩は大陸地殻を構成する主要な岩石であり、太
陽系では花崗岩を多く有するのは地球のみである（Campbell and Taylor, 1983）ため、花崗岩の
研究は地球または太陽系の形成過程を理解する上で重要である。また、花崗岩の主要造岩鉱物
のうち、石英のみ風化による変質の影響を殆ど受けない（立山ほか, 1980）。そのため、石英中
に存在する水の化学種、含有量を明らかにすることは岩石中の水の役割を理解するには重要で
ある（相川, 1993）。先行研究では中嶋（2002）が micro-FT-IR を用いて、変成岩中の多結晶石
英について石英の含水量と石英の粒径、変成度の関係について議論したが、花崗岩中の石英に
含まれる水の挙動についてはいまだ不明な点が多い。 
葛城トーナル岩は大阪府南部金剛山地中央部の金剛山と葛城山を中心に南北約 10 ㎞、東西
約 15 ㎞にわたって分布している。岩相の違いから 3岩型（Ⅰ―Ⅲ型）に区分された（政岡，
1982）。西岡（2008）により全岩化学組成から葛城トーナル岩はアダカイト質岩であると報告
されている。アダカイト質岩は花崗岩質岩の一種であり、特異な形成過程を経験したため、地
球史における大陸地殻の形成機構の鍵を握る重要な岩石である（土谷，2008）。本研究では
micro-FT-IR を用いて、アダカイト質岩である葛城トーナル岩中の無水鉱物である石英中の 3400 
cm-1付近にある水を透過法で測定した。また、EPMA を用いて、岩体中の斜長石、黒雲母、角
閃石の化学組成を測定した。さらに、長石の染色によるモード測定、 強熱減量試験による全岩
含水量の測定も行った。 
実験の結果、micro-FT-IR による石英含水量測定としてⅠ型が 47 ppm―2007 ppm、Ⅱ型が 0 
ppm―1812 ppm、Ⅲ型が 6 ppm―2067 ppm が得られた。また、石英の産状から石英プール（複
数の石英結晶が集中しているもの）のパターン、斜長石と隣接しているパターン 2種類に分類
した。その結果では斜長石と接触した石英の場合、全石英と同じくⅢ型、Ⅰ型、Ⅱ型の順に減
少する傾向があり、石英プールの石英の場合ではⅠ型、Ⅲ型、Ⅱ型の順に含水量が減少する傾
向があった。含水量と石英結晶の断面積を比較した結果、一定の傾向はなかった。EPMA によ
る鉱物化学組成の分析の結果、全岩と黒雲母、全岩と角閃石の FeOt/（FeOt＋MgO）比は異な
り、角閃石は黒雲母と比較して FeO に乏しく、MgO に富む傾向が見られた。また、黒雲母と
角閃石の Mg-Fe の分配は一定ではなかった。 
変成岩の石英結晶の含水量は石英の粒径の増加につれて減少する傾向がある（中嶋，
2002）。本研究の花崗岩中の石英結晶では含水量が粒径の増加に従って一方的に減少、増加す
る傾向が見られないため、花崗岩中の石英の含水プロセスが変成岩とは異なる可能性がある。
変成岩中の石英は変成作用を受けることで再結晶を経験する。また、火成岩中の石英の含水量
は起源マグマの化学組成と岩石の形成条件によって影響を受けると考えられる。一方、石英結
晶の一部分の水が著しく高くなった。これは超臨界流体の圧力変化に伴いイオン溶解度が大き
く低下する（佐久間，2010）ためと考えられる。また、斜長石と隣接した石英結晶の含水量の
中央値は石英プールの石英結晶より高く、特にリム部とマントル部が高かった。これは斜長石
の影響で石英の結晶構造において欠陥が発生し、欠陥内のチャージバランスを満たす反応が起
り、孤立水を取り込んだと考えられる。 
